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於 岡山県珠算会館

常
任
委
員
会

就
任
の
あ
い
さ
つ

岡
山
県
支
部 

支
部
長
　
梅
川
　
博
之

　

さ
る
二
月
十
五
日
の
臨
時
総
会

に
お
き
ま
し
て
、
支
部
長
に
指
名

さ
れ
、
そ
の
他
の
新
役
員
も
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
岡
山
県
支
部
も
、
公
益

社
団
法
人
の
認
定
を
受
け
て
の
事

業
活
動
も
、
会
員
皆
様
の
協
力
で

順
調
に
推
移
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
も
先
輩
諸
氏
と
会
員
の
皆

様
の
努
力
の
賜
も
の
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

公
益
の
基
本
理
念
に
十
分
配
意

し
て
、
珠
算
教
育
の
普
及
と
振
興

が
、
公
益
事
業
の
推
進
の
基
本
と

な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
、
珠

算
検
定
試
験
、
競
技
大
会
等
の
充

実
を
通
じ
て
、
少
し
で
も
社
会
に

認
め
ら
れ
、
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
会
員
皆
様
共
々
に
心
か
ら
祈
っ

て
お
り
ま
す
。
子
供
達
の
人
間
育

成
の
お
手
伝
と
社
会
に
理
解
し
て

戴
き
進
展
し
て
い
く
こ
と
が
、
私

達
の
使
命
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　

支
部
運
営
に
つ
い
て
は
、
手
探

り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
の
惜
し
み
な
い
協
力
を
得
な
が

ら「
先
生
す
な
わ
ち
会
員
の
増
加
」

と
「
会
員
相
互
の
助
け
合
い
」
こ

の
二
点
を
合
い
言
葉
に
努
力
す
る

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

「
会
員
の
増
加
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
横
ば
い
の
状
況
で
す
が
段
々

と
高
齢
化
が
進
み
将
来
が
心
配
と

な
っ
て
き
ま
す
。
今
か
ら
若
い
先

生
の
育
成
に
配
意
す
る
こ
と
が
、

重
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
会
員
の
相
互
助
け
合
い
」
は

こ
れ
か
ら
新
し
い
公
益
社
団
法
人

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
法
人
の
内

容
等
に
真
剣
に
取
り
組
み
こ
れ
か

ら
の
運
営
の
あ
り
方
等
に
十
分
配

意
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
う

い
う
時
だ
か
ら
「
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
」
色
々
な
こ
と
に
励
む
こ

と
が
大
事
と
考
え
ま
す
。
こ
の
二

点
だ
け
で
は
な
く
色
々
な
機
会
を

と
ら
え
な
が
ら
助
け
合
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

色
々
と
書
き
ま
し
た
が
、
皆
様

方
の
協
力
と
会
員
と
し
て
の
素
養

を
身
に
つ
け
て
が
ん
ば
る
つ
も
り

で
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
二
十
七
年
七
月
十
二
日（
日
）
10
時
～
16
時�

於 

岡
山
県
珠
算
会
館

常
任
委
員
会·

地
区
長
連
絡
会 

開
催

　小学３年生まで参加できます
日時　平成27年10月11日（日）
場所　岡山県生涯学習センター

岡山県ちびっ子
� そろばん大会開催

全日本通信珠算競技大会
　日時　平成27年10月18日㈰
岡山県通信暗算競技大会
　日時　平成27年11月30日㈪
� ～12月６日㈰

各種通信競技大会のご案内

　

岡
山
県
支
部
通
常
総
会
が
常
任

委
員
会
の
後
、
開
催
さ
れ
た
。

　

梅
川
支
部
長
の
挨
拶

表
彰
（
敬
称
略
）

★
本
部
表
彰

︻
役
職
勤
務
表
彰
︼（
支
部
長
六
年
）

　
　
　
　
　

原
田　

忠
文〔
高
梁
〕

【
永
年
在
籍
】

　

五
十
年　

落
合　

正
治〔
井
原
〕

　
　
　
　
　

末
永　

博
子〔
矢
掛
〕

　

四
十
年　

近
藤　

悦
子〔
岡
山
〕

　

三
十
年　

光
吉　

博
美〔
備
南
〕

　
　
　
　
　

行
正　

俊
章〔
備
前
〕

︻
事
業
優
績
】

　

検
定
三
、
〇
〇
〇
名
以
上

　
　
　
　
　

高
木　

絹
子〔
井
原
〕

★
支
部
表
彰

︻
永
年
在
籍
】

　

十
五
年　

小
笠
原
光
男〔
備
南
〕

�

以　

上

　

平
上
一
孝
副
理
事
長
よ
り
ご
挨

拶
を
頂
い
た
。

　

紹
介

　

本
部
、
支
部
顧
問

　
　
　

林　
　

直
也

　

本
部
参
与
、
支
部
顧
問

　
　
　

問
田　

基
義

　

支
部
参
与

　
　
　

髙
階　
　

健

　
　
　

原
田　

忠
文

正
副
議
長
選
出

　

議　

長

　
　
　
　

光
吉　

博
美
（
備
南
）

　

副
議
長

　
　
　
　

松
本
満
寿
子
（
勝
英
）

　

書　

記

　
　
　
　

羽
原　

律
子
（
岡
山
）

　

議
事
録
署
名
人

　
　
　
　

青
山
智
恵
美
（
美
咲
）

　
　
　
　

平
川　

知
美
（
井
原
）

定
足
数
報
告

　
　
　

尾
﨑
祈
生
子（
総
務
部
長
）

　
　
　
　

正
会
員
数　

九
十
四
名

　
　
　
　

出 

席 

者　

五
十
九
名

　
　
　
　

委 

任 

状　

三
十
二
名

　
　
　
　

合　
　

計　

九
十
一
名

　

�

正
会
員
数
九
十
四
名
の
過
半
数

に
達
し
て
い
る
の
で
総
会
が
成

立
す
る
こ
と
を
報
告
。

︻
議
事
】

第
一
号
議
案

　

平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告

　

事
業
報
告

　
　
　

梅
川　

博
之　

支 

部 

長

　

収
支
決
算
報
告

　
　
　

西
中　

俊
子　

会
計
担
当

　

監
査
報
告

　
　
　

落
合　

正
治　

監
査
委
員

★
「
適
正
で
あ
っ
た
。」
と
報
告

�

第
一
号
議
案
︻
承
認
︼

第
二
号
議
案

　

平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
報
告

　

事
業
計
画

　
　
　

梅
川　

博
之　

支 

部 

長

　

収
支
予
算

　
　
　

西
中　

俊
子　

会
計
担
当

�

第
二
号
議
案
︻
承
認
︼

�

以　

上

出
席
者
（
敬
称
略
）

　

梅
川
・
尾
﨑
・
西
中
・
羽
原

　

藤
村
・
西
本
・
光
吉

　

中
野
（
智
）・
池
上
・
松
岡

　

落
合
・
則
武
・
金
光
・
豊
田

　

川
口
・
松
本
（
満
）・
嘉
数

　

平
川
・
亀
山
・
杉
本

　

平
上
（
博
）・
中
野
（
榮
）

　

繁
森
・
青
山
・
吉
田

【
合
同
会
議
】
午
前
の
部

●
支
部
長
あ
い
さ
つ

　
　

支
部
長
新
任
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

①�

会
員
増
加
（
若
い
会
員
）
が

目
標
。

　

②�

共
に
会
員
で
あ
る
み
ん
な
が

仲
間
。
お
互
い
協
力
し
あ
っ

て
、
事
業
を
行
い
た
い
。

●
各
執
行
部
か
ら
報
告

　

研
修
部

　
　

�

総
会
後
、
珠
算
指
導
者
講
習

会
を
開
催
す
る
。

　
　

�

講
師
は
、
県
教
育
委
員
会
か

ら
「
石
本
康
一
郎
先
生
」。

　

検
定
部

　
　

�

平
成
二
十
七
年
九
月
（
第
三

六
九
回
）
検
定
試
験
に
つ
い

て
は
、休
み
が
続
く
た
め（
九

月
十
九
日
～
九
月
二
十
四

日
）
追
加
申
し
込
み
は
受
け

付
け
な
い
。

　

競
技
部

　

・�

八
月
八
日
（
土
）
全
日
本
珠

算
選
手
権
大
会
引
率
の
件
。

　
　
　
　

�

今
後
競
技
部
で
話
し
合

う
。

　

・�

八
月
二
十
三
日
（
日
）
広
島

県
で
中
国
五
県
大
会
が
あ

り
、参
加
選
手
は
二
十
九
名
。

　
　
　
　

�

賀
陽
観
光
バ
ス
に
て
同

一
行
動
。

　

広
報
部

　

・�

年
三
回
「
珠
算
お
か
や
ま
」

発
行

　

・�

テ
レ
ビ
C
M
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等

　
　
　
　

原
稿
の
お
願
い

　

・�

検
定
十
段
合
格
者
は
、
広
報

部
よ
り
「
山
陽
新
聞
社
」
に

報
告
し
て
掲
載
し
て
も
ら

う
。

　

学
対
部

　
　

�

小
学
校
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

案
内
を
、九
月
に
発
送
予
定
。

【
地
区
長
連
絡
会
】

　

①�

各
地
区
か
ら
の
検
定
の
報
告

に
つ
い
て

　

・�

成
績
表
・
合
格
者
数
の
間
違

い
。
名
前
・
生
年
月
日
の
間

違
い
。
記
入
漏
れ
が
多
い
の

で
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

　
　
　
　

�

地
区
長
会
か
ら
お
互
い

に
気
を
つ
け
ま
す
。

　

②
検
定
試
験
申
込
書
に
つ
い
て

　

・�

申
込
用
紙
に
、
検
定
料
の
金

額
を
印
刷
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
　

�

在
庫
を
考
え
な
が
ら
、

早
目
に
作
る
。

　

③
そ
の
他

　

・�

成
績
原
簿
の
記
入
は
、
会
員

番
号
順
に
記
入
す
る
。

　

・�

珠
算
検
定
問
題
一
部
変
更

　
　
　
　

�

珠
算
準
級
検
定　

伝
票

の
ペ
ー
ジ
数
変
更
。

　

・
消
費
税
率
の
変
更
。

　

・�

検
定
答
案
用
紙
、
成
績
表
等

地
区
保
管
に
つ
い
て
、
ど
の

位
の
期
間
地
区
で
保
管
し
た

ら
良
い
か
。

　
　
　
　

�

本
部
規
則
集
五
十
一

ペ
ー
ジ
に
、
書
類
の
保

管
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
参
考
に

し
て
下
さ
い
。

【
常
任
委
員
会
】

　

司
会
進
行　

梅
川
支
部
長

　

①
新
入
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

�

（
敬
称
略
）

�

山
野
恵
美
子
（
矢
掛
）
三
号

�

大
山
由
起
子
（
美
作
）
一
号

�

承
認

　

②
退
会
者
報
告
（
敬
称
略
）

�

竹
井　

勝
美
（
矢
掛
）

�

三
浦　

正
志
（
美
作
）

�

秋
田　

悦
子
（
井
原
）

�

以
上
三
名

　

③�

平
成
二
十
七
年
度
支
部
通
常

総
会

　
　
　

八
月
三
十
日
（
日
）
開
催

　
　
　

�

午
前
九
時
～
「
常
任
委
員

会
」

　
　
　

午
前
十
時
～
「
総
会
」

　

④�

小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

補
助
金
に
つ
い
て

　
　
　

�

二
十
七
年
度
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
補
助
金
予
算

の
中
で
按
分
す
る
。

　

⑤�

刑
務
所
指
導
は
、
約
二
十
名

を
一
人
で
指
導
し
て
い
る
。

少
年
院
指
導
は
、
約
三
十
～

三
十
五
名
を
、
四
人
で
指
導

し
て
い
る
。
今
後
、
二
人
ず

つ
で
交
代
で
指
導
し
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
が
あ
っ
た
。

　

⑥�

支
部
諸
規
定
集
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
　
　

�

会
費
納
入
時
の
中
の
「
珠

政
連
」
会
費
に
つ
い
て

�

今
後
検
討
す
る
。

【
合
同
会
議
】
午
後
の
部

　

○
地
区
長
会
議
の
報
告

　

○�

災
害
見
舞
金
の
規
定
を
作
る

よ
う
に
要
望
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
難
し
い
の
で
、
発
生

し
た
時
に
常
任
委
員
会
で
話

し
合
い
を
す
る
。

（
申
告
は
六
カ
月
以
内
で
す
る
）

�

以　

上

　

平
成
二
十
七
年
八
月
三
十
日

（
日
）
通
常
総
会
の
前
、
九
時
～

十
時
迄
常
任
委
員
会
が
開
か
れ

た
。

　
　

出
席
者
（
敬
称
略
）

　
　

梅
川
・
尾
﨑
・
西
中
・
羽
原

　
　

藤
村
・
西
本
・
光
吉

　
　

中
野
（
智
）・
池
上
・
松
岡

監
査
委
員　

中
野
（
榮
）・
落
合

○
支
部
長
の
あ
い
さ
つ

○
原
田
支
部
参
与
よ
り
前
年
度
三

月
鹿
児
島
県
に
お
い
て
、
全
国
珠

算
研
究
集
会
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
際
、
理
事
支
部
長
連
絡
会

が
あ
り
議
事
の
内
容
を
報
告
さ
れ

た
。

○
総
会
の
対
策
を
中
心
に
議
論
し

た
。

○
研
修
部
よ
り

　

本
日
の
講
習
会
の
内
容
説
明

・
講
師
及
び
講
習
時
間

・�
参
加
者
六
十
一
名
の
受
講
者
が

あ
り
ま
す
。

　

前
号
（
五
月
十
五
日
付
）「
珠

算
お
か
や
ま
」
の
一
部
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
～
二
十
八
年

度
支
部
役
員
決
定
の
欄（
敬
称
略
）

　

支
部
役
職
顧
問　

平
上
一
孝

　

常
任
委
員
会
の
欄

　

本
部　

問
田
基
義
参
与
の
記
載

漏
れ
が
あ
り
、
こ
こ
に
訂
正
し
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
外
部
顧
問
岡
山
市
議
会
議

長
が
変
わ
っ
た
為
、
則
武
宣
弘
先

生
か
ら
宮
武
博
先
生
に
お
願
い
し

ま
し
た
。



（ 2 ）　　第１６９号� ２０１５年（平成２７年）９月１５日珠 算 お か や ま

岡山地区　土井原光子 美
咲
地
区
　
青
山
智
恵
美

珠算指導者講習会を受講して 県
北
合
同
研
修
会

�

に
つ
い
て

　

新
年
度
が
七
月
よ
り
ス
タ
ー
ト

し
、
新
体
制
の
基
、
各
執
行
部
も

忙
し
く
活
動
開
始
。
我
が
広
報
部

も
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
。
原
稿
集

め
・
写
真
撮
り
・
構
成
と
初
め
て

の
「
珠
算
お
か
や
ま
」
の
発
行
で

戸
惑
い
が
一
杯
あ
る
中
、
無
事
完

成
ホ
ッ
と
一
息
。

　

年
三
回
の
新
聞
発
行
、
会
員
諸

先
生
方
の
投
稿
の
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

�

（
E
・
M
）

編
集
後
記

第
三
六
七
回
（
珠
算
）

　

八
段　

太
田　

涼
聖
（
吉
備
）

　

四
段　

笹
田　

真
衣
（
高
梁
）

準
四
段　

柏
井　

駿
介
（
岡
山
）

　
　
　
　

寺
元　

眞
矩
（
岡
山
）

　
　
　
　

三
宅　

那
実
（
高
梁
）

　

参
段　

坂
川　

美
咲
（
岡
山
）

　
　
　
　

長
谷
川
成
美
（
高
梁
）

　
　
　
　

影
山　

喜
音
（
岡
山
）

　
　
　
　

佐
藤　

七
菜
（
備
南
）

　
　
　
　

富
田　

七
海
（
備
南
）

準
参
段　

野
﨑
あ
か
り
（
東
備
）

　
　
　
　

土
居　

千
夏
（
美
咲
）

　
　
　
　

藤
枝　

優
香
（
矢
掛
）

　
　
　
　

三
宅　

志
佳
（
高
梁
）

　
　
　
　

下
山
美
穂
子
（
岡
山
）

　
　
　
　

池
田　

慎
平
（
岡
山
）

　
　
　
　

谷
川　
　

舞
（
美
咲
）

　
　
　
　

片
岡　

和
香
（
美
作
）

　
　
　
　

沖
永
紗
弥
子
（
美
咲
）

第
三
六
七
回
（
暗
算
）

　

九
段　

楽
善　

奏
紀
（
邑
久
）

　

八
段　

大
井
な
つ
み
（
東
備
）

　

七
段　

森
藤　
　

慎
（
岡
山
）

◆
岡
山
県
支
部
の
成
績
は
次
の
通
り

　

団
体
総
合
競
技

　
　

小
学
生
の
部

　
　
　

三
位　

岡
本
珠
算
塾

　
　
　
　
　
　

則
武
珠
算
研
究
所

　
　
　
　
　
　

若
潮
ス
ク
ー
ル

　
　

中
学
生
の
部

　
　
　

二
位　

若
潮
ス
ク
ー
ル

　
　

高
校
・
一
般
の
部

　
　
　

二
位　

若
潮
ス
ク
ー
ル

中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会
開
催

日　

時　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
三
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
20
分
～
午
後
３
時
30
分

　
　

於　
廿
日
市
「
安
芸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」

主　

催　

公
益
社
団
法
人　

全
国
珠
算
教
育
連
盟

　
　
　
　

中
国
地
方
連
合
会

珠
算
指
導
者
講
習
会

平
成
二
十
七
年
八
月
三
十
日
（
日
）

会
場　

岡
山
県
珠
算
会
館

講
師　

岡
山
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
参
事　

石
本 

康
一
郎
先
生

演
題　
「
最
近
の
児
童
の
特
性
と
そ
れ
に
対
処
す
る
方
法
」

退

会

者

平
成
二
十
七
年
六
月
三
十
日
現
在

矢
掛
地
区

　

竹
井　

勝
美

美
作
地
区

　

三
浦　

正
志

井
原
地
区

　

秋
田　

悦
子

新

入

会

員

　

矢
掛
地
区

　

美
作
地
区

山野恵美子
（昭和16年生）

大山由起子
（昭和38年生）

第
三
六
七
回
・
第
三
六
八
回
準
参
段
以
上
検
定
昇
段
者

合
格
お
め
で
と
う
‼

　

八
月
三
十
日
（
日
）
十
三
時
か

ら
十
五
時
迄
の
長
時
間
に
わ
た
る

講
演
は
、
六
十
一
名
の
受
講
生
に

と
っ
て
大
変
意
義
あ
る
内
容
で
満

足
し
た
。
受
講
生
か
ら
の
感
想
文

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

最
近
の
児
童
の
特
性
と

　

そ
れ
に
対
処
す
る
方
法

�

備
南
地
区　

柿
本
か
つ
よ

　

八
月
三
十
日
、
岡
山
県
珠
算
会

館
で
、
県
教
育
庁
、
義
務
教
育
課

参
事
の
石
本
康
一
郎
先
生
の
お
話

し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
自
分
は
小
学
校
の
時
に
そ
ろ

ば
ん
を
習
っ
て
、
大
学
卒
業
後
、

小
学
校
の
先
生
を
二
十
数
年
な

さ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
ろ
ば
ん
教
室
で
は
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
子
供
は
め
っ
た

に
い
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
話
を
聞
い
て
い
る
う

ち
に
、
障
害
が
な
く
て
も
、
集
中

し
な
い
、
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
す
る
、

ト
イ
レ
に
数
回
行
く
、
私
語
が
多

い
…
な
ど
、
ど
の
塾
に
も
何
人
か

は
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
ろ
ば
ん
塾
で
は
検

定
試
験
が
あ
り
、
何
ら
か
の
成
果

を
上
げ
な
け
れ
ば
と
焦
る
あ
ま
り

叱
る
事
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
最
近
で
は
マ
ス
コ
ミ

が
や
た
ら
ほ
め
て
育
て
な
ど
と
言

う
も
の
で
す
か
ら
、
入
塾
の
時
、

「
し
っ
か
り
ほ
め
て
下
さ
い
」
と

よ
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
私
の
悩
む
と
こ
ろ
で

す
。
今
日
の
話
の
中
で
、
先
生
は

む
や
み
や
た
ら
ほ
め
る
の
で
な

く
、
色
々
な
対
処
法
が
あ
る
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば

　

一�

、
聞
い
て
い
な
い
の
に
か
っ

て
に
答
を
言
う
子
…
（
し
か

ら
ず
ノ
ー
ト
に
書
い
て
）

　

二�

、
バ
カ
、
ダ
メ
、
や
め
…
禁

句

　

三�

、
た
と
え
、
比
喩
…
は
通
じ

な
い

　

四
、
席
を
立
つ
子

　
　

・
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
。

　
　

・
細
か
く
や
る
事
を
変
え
る

　
　
　
15
分
×
３
セ
ッ
ト
＝
45
分

　
　
　

�

５
分
×
９
セ
ッ
ト
＝
45
分
小
学
校

で
実
施
︸

　

五
、
私
語
が
多
い

　
　

・
席
を
変
え
る

　
　

・
カ
ー
ド
で
う
な
が
す

　
　
　
（
口
に
×
の
絵
を
書
き
）

こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
良
き
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　

又
、
子
供
の
成
長
は
教
え
て
も

成
果
が
上
が
ら
な
い
時
は
あ
る
。

し
か
し
拘
わ
っ
て
い
れ
ば
他
に
得

る
も
の
が
あ
る
。
粘
り
強
く
拘

わ
っ
て
い
れ
ば
良
い
と
先
生
の
こ

と
ば
が
心
に
響
き
ま
し
た
。岡山県選手団活躍しました

　

六
段　

藤
井　

美
有
（
岡
山
）

　
　
　
　

神
原　
　

稜
（
東
備
）

　

五
段　

藤
元　

羽
子
（
岡
山
）

　

四
段　

岡
田　

大
輝
（
備
南
）

　
　
　
　

淺
野　

夏
央
（
岡
山
）

　

参
段　

長
瀬　

晴
南
（
東
備
）

　
　
　
　

山
口
侑
一
郎
（
吉
備
）

準
参
段　

山
下　

智
也
（
岡
山
）

第
三
六
八
回
（
珠
算
）

　

六
段　

田
本
悠
紀
野
（
美
咲
）

　

五
段　

平
田　

真
依
（
高
梁
）

　

四
段　

柏
井　

駿
介
（
岡
山
）

準
四
段　

品
川　

七
海
（
新
見
）

　
　
　
　

岡
田　
　

貫
（
岡
山
）

　
　
　
　

藤
元　

羽
子
（
岡
山
）

　

参
段　

下
山　
　

颯
（
井
原
）

　
　
　
　

野
﨑
あ
か
り
（
東
備
）

　
　
　
　

藤
枝　

優
香
（
矢
掛
）

　
　
　
　

宮
地　

風
花
（
美
咲
）

準
参
段　

沖
永　

祥
太
（
岡
山
）

　
　
　
　

馬
場
み
さ
き
（
矢
掛
）

　
　
　
　

土
居　

咲
月
（
美
咲
）

第
三
六
八
回
（
暗
算
）

　

八
段　

森
藤　
　

慎
（
岡
山
）

　

六
段　

甲
元　

里
菜
（
美
咲
）

　
　
　
　

平
口　

敦
詞
（
吉
備
）

　

五
段　

古
林
和
佳
奈
（
高
梁
）

　
　
　
　

山
田　

眞
子
（
美
咲
）

　
　
　
　

富
田　

七
海
（
備
南
）

　

四
段　

寺
元　

智
政
（
岡
山
）

　
　
　
　

河
村　

菜
緒
（
美
咲
）

準
四
段　

津
髙　

史
弥
（
吉
備
）

　
　
　
　

有
木　

和
也
（
邑
久
）

　

参
段　

橋
本　

佳
樹
（
吉
備
）

準
参
段　

大
月　

崇
義
（
岡
山
）

　
　
　
　

髙
林　

夏
鈴
（
備
南
）

　
　
　
　

料
治　

隼
人
（
備
南
）

　広島支部主催の講習会に岡山地区の四名の先生方と一緒に参
加しました。
　「児童生徒の防犯対策について」江田島警察署元署長　鎌野
修先生の講演をとても興味深く聞かせていただきました。
　元刑事という立場から犯罪を未然に防ぐために私共塾の先生
が考えておくべきことについて教えていただきました。
　「交通事故」生徒の家から塾までの道のりを確認・把握して
おくこと。こちらからアクションを起こして　学校・教育委員
会にある安全マップを手に入れておく。地域の人・保護者に対
して防犯対策をしているということをアピールすること。塾の
先生だけでは守れないことを地域の方々に協力してもらうこと
が大切です。また塾内においても犯罪者が侵入してきた時にパ
イプ椅子とか竹ほうきとか身を守る方法を日頃から考えておく
べきです。
　色々と具体例を交えながらの講演はとても楽しくためになり
ました。日頃から、塾の帰りは夜遅くなるので気を付けてはお
りますが、ますます身を引き締めて、子供が安全に通える様に
気を配りたいと思いました。
　「小学校の算数指導」現役の小学校の校長　奥金実先生によ
る講演も実際に行うように私達も生徒になった気持ちで問題を
解きました。日常の事象について見通しをもち筋道を立てて考
え、表現する能力を育てるために、時間をかけて子供と向き合っ
て授業をしていらっしゃることに感銘しました。
　お忙しい中講演して下さったお二人の先生方、広島支部の担
当の先生方、とても有意義な時間を過ごすことができました。

　

六
月
十
四
日
、
久
米
郡
商
工
会

館
に
て
、
勝
英
、
美
作
、
美
咲
三

地
区
に
よ
る
研
修
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。

　

他
の
地
区
か
ら
の
六
名
参
加
を

含
む
十
八
名
の
受
講
者
で
し
た
。

　

午
前
の
講
座
は
落
合
正
治
先
生

の「
検
定
試
験
委
員
委
嘱
講
習
会
」

　

個
人
総
合
競
技

　
　

小
学
生
の
部

　
　
　

三
位　

橋
目　

咲
季

　
　
　
　
　
　

大
井
な
つ
み

　
　

高
校
・
一
般
の
部

　
　
　

三
位　

廣
石　

佳
穂

　
　

種
目
別
読
上
暗
算
競
技

　
　
　

二
位　

廣
石　

佳
穂

　
　

中
国
五
県
対
抗
競
技

　
　
　

三
位

で
、
二
月
に
受
講
し
た
内
容
と
ま

た
少
し
違
っ
て
、
用
意
さ
れ
た
資

料
で
実
際
に
採
点
を
し
て
、
検
定

委
員
と
し
て
の
厳
し
さ
を
、
再
認

識
致
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
午
後
の
講
座
は
豊
田
澄

子
先
生
の
「
い
ろ
い
ろ
な
算
法
に

つ
い
て
」
で
、
加
乗
法
、
減
乗
法

等
そ
ろ
ば
ん
を
使
っ
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
で
教
え

あ
い
、
あ
っ
と
い
う
間
の
二
時
間

で
し
た
。

　

お
二
人
の
先
生
の
講
座
を
終

え
、
今
後
の
珠
算
指
導
、
検
定
事

業
に
大
い
に
役
立
て
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
今
回
の
研
修
会
は
、
地

区
と
し
て
も
初
め
て
の
事
で
、
心

配
や
ら
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
が
、会
員
が
全
員
協
力
を
し
て
、

無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し

て
何
よ
り
親
睦
を
深
め
る
事
が
で

き
た
の
で
、大
変
良
か
っ
た
で
す
。

講
習
会
に
参
加
し
て

�

高
梁
地
区　

亀
山
由
美
子

　

石
本
先
生
の
支
援
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞

い
て
、
私
が
指
導
し
て
い
る
子
ど

も
の
中
に
も
思
い
当
た
る
生
徒
が

何
名
か
い
る
様
に
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
他
の
生
徒
と
同
じ

様
に
注
意
し
て
い
ま
し
た
が
、
言

葉
づ
か
い
や
、
指
導
の
態
度
を
改

め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
気
付
き

ま
し
た
。

　

上
か
ら
目
線
で
な
く
、
子
ど
も

の
目
線
に
合
わ
せ
て
「
き
ち
ん
と

し
た
言
葉
」
で
伝
え
る
様
努
力
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

保
護
者
と
の
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
生
徒
に
合
わ
せ
た
指
導
を
心

が
け
て
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
少
し
で
も
上
級
に

合
格
で
き
れ
ば
指
導
者
と
し
て
も

幸
い
で
す
。

　

一
日
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


